
 

 

                  

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

相談内容を商品・役務別に件数の多い順に分類した上の表では、第１位は、虚偽説明・プラ

イバシー・電話勧誘・はがき等の架空請求などの「商品一般」。第２位が、インターネット通

販・SMS 等の架空請求などの「運輸・通信サービス」。第３位が、健康食品・飲料・魚介類な

どの「食料品」となりました。これらの主な相談例や対策例などを裏面で紹介しています。 
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 令和元年度（2019 年度）消費生活相談件数は、 

前年度より 4.7%減少し、4,884 件でした。 

商品・役務分類別相談件数 上位１０位 (３か年比較) 

令和元年度（2019 年度）に八王子市消費

生活センターに寄せられた相談件数は 4,884

件と、前年度と比べて約 4.7％（240 件）減

少しました。（表 1 参照）昨年まで急増してい

た架空請求は減少し、新型コロナウィルス関連

の相談が 2 月以降増加しています。年齢別で

は、70 歳以上の方からの相談が増えていま

す。20 歳未満、20 歳代、30 歳代の相談件

数も前年より増加しました。(表２参照)  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1位 商品一般 946 件 

 

第 2位 運輸通信サービス 771 件 第 3 位 食料品  330 件 

対策   

・主な対策例 

●請求に覚えがない場合は、相手に連絡しないよう

にしましょう。 

●しつこい勧誘を断る場合は、態度をあいまいにし

ないできっぱり断ることが大切です。 

 

・主な対策例 

●広告チラシの説明を、よく

読み、定期購入でないことを確認しま

しょう。 

・主な相談例 

●健康サプリメントが 1 回購

入のつもりが定期購入だった

など。 

・主な相談例 

●「消費料金未納に関する訴訟最終告知のお知らせ」などと書かれた、架空請

求のハガキや封書が届いたなど。 

対策 対策  

令和元年度（2019 年度） 多かったご相談 トップ３ 

東京都消費者月間 地域会場八王子会場 講演会 
「こんな時代だから知っておきたい！この時代に合わせた食とくらしの知恵」をテーマに

食文化研究家 魚柄 仁之助講師がお話をします。皆様のお越しをお待ちしています。 

 日時：令和２年１１月２０日(金) 午後２時より 

会場：クリエイトホール ５階ホール 

申込み方法等詳しくは 10月 15日号の「広報はちおうじ」をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

・主な相談例 

●スマートフォン等に有料コンテンツ利用料が未

納などと書かれたメールなどが届いたなど。 

●インターネット回線サービスを変更すると料金

が安くなると電話でしつこく勧誘されるなど。 

・主な対策例 

●身に覚えのない内容のハガキ・封書などが届いても、あわてて相手に連絡し

ないこと（無視すること）が重要です。 


